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何時解放されるとも見通しのつかないこのコロナ禍の折、皆さまにお
かれましては大変気苦労の多い日々を過ごされ、ご苦労されているも
のと推察いたします。
挨拶が大変遅くなりましたが、私は昨年2021（令和3）年の10月1日付
で、当院に赴任し勤務しております。
実際に回復期リハビリテーションに携わり、大変辛い思いをされなが
らでも、後遺症が残存し機能の回復を目指し自立に向けて多くの方々
の励まれている姿を伺っていますと、リハビリテーションの必要性を改
めて感じ、このような方々のお役に立てればとの思いを強くしていると
ころでございます。
近年の技術革新もあり、リハビリテーションの対象となる疾患・病態
は広範囲にわたり、多くの病状の回復にリハビリテーションの重要性
が謳われ、医療の中でのリハビリテーションの位置づけは高まってき
ているものと思います。
急性期から回復期へ、回復期から生活期へと、日常生活の活動機能
の向上を目指し、個 人々によって到達レベルは異なるものの、それぞれ
の方々の生活の質を高め、地域でより有意義な生活が送れますよう
に、質の高いリハビリテーション医療の提供に、職員一丸となって努力
していく所存です。

窪地 淳院長

平素より皆さまの温かいご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
昨年は、新型コロナウイルス感染拡大により様 な々変化があった1年でした。
当院では、急性期病床の逼迫を解消する一助となるよう新型コロナウイルス感染症から
の回復患者を受け入れる後方病院として「アフター病棟」を立ち上げ運営いたしました。
「ゼロ」からのスタートではありましたが、多職種がチームー丸となりお互いに協力し、非常
に貴重な経験を得ることができました。
2022年の干支は「壬寅（みずのえとら）」です。「壬」は「妊に通じ、陽気を下に姙（はら）
む」、「寅」は「 （ミミズ）に通じ、春の草木が生ずる」ということから、「壬寅」は厳しい冬を
越えて、芽吹き始め、新しい成長の礎となるという意味があります。
「withコロナ」で社会が新しく大きな一歩を踏み出し、皆さまにとって安心感のある素晴ら
しい一年になりますように祈念いたします。

塘地 正美看護部長

桜の開花が待ち遠しくも、日差しが春の訪れを感じる季節となりました。
日頃より当院の運営に際しまして格別のご配慮を賜り、厚くお礼申し上げます。
さて、早いもので当院もこの渋谷区に根を生やし始めてから8回目の春を迎えようとしてお
ります。
一方で新型コロナウイルスの脅威からは2年が経過し、刻 と々変化する情勢や政府から
の方針に臨機応変に対応しつつも、この間多くの制限を強いられて参りました。今までの
日常が非日常となり、新しい生活が模索される中、世間では「ウィズコロナ」という言葉をよ
く耳にするようになりましたが、当然病院では「ゼロコロナ」を目指さなければなりません。
未知のウイルスに遭遇した際に我々の武器となるのは正確な知識です。医療従事者とし
て、この正確な知識を武器に今まで以上に安心･安全な医療を提供して参りますので、引
き続きのご指導とご理解を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

副院長（リハビリテーション科責任者）栗原 芳久

昨年は、コロナ禍の中、ご紹介いただいた施設をはじめ各方面の皆さま方には格別のご
支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
昨年の10月、開設準備よりご尽力いただいた四津先生から窪地院長にバトンが渡されま
した。窪地院長をしっかりとサポートし、今年の干支である【壬寅】の意味にもありますように
『生まれたものをさらに成長させていく』、そんな年にしていきたいと思います。
今年も多くの患者さまを受け入れ、笑顔で帰っていただけるよう職員一丸となり邁進してま
いります。引き続き、皆さま方にはご支援を賜りますようお願いいたします。
新型コロナウイルスの収束がまだまだ見通せませんが、皆さま方の健康とご多幸を祈念し
まして新年度のあいさつとさせていただきます。
今年度もどうぞよろしくお願い申し上げます。

西尾 和虎事務長



当院では入院患者さまを対象に月２～４回ほど訪問理美容を
行っています。
新型コロナウイルス流行で病棟でのイベント行事が少ない中、
患者さまからは入院中の気分転換になるとご好評をいただいて
おります。
メニューはカット、カラー、パーマ、お顔剃りなどがございます。料
金や詳細につきましては病棟スタッフまでお問い合わせ下さい。

5階病棟では季節イベントの一環として、12
月に入るとクリスマスツリーをデイルームに
設置しています。今年は折り紙で作成した
オーナメントや人形を患者さまとともに飾り
つけしました。また、担当看護師・リハビリス
タッフより患者さまへクリスマスカードを作成
してお渡ししました。
「入院中にクリスマスプレゼントをもらえて嬉
しい」とみなさん喜んでいらっしゃいました。
患者さまに少しでも季節のイベントを楽しん
でいだたけるよう、これからも企画していきた
いと思います。

クラーク　中島

3階病棟では患者さまに
クリスマスを感じていた
だけるよう、病棟内にク
リスマスツリーや飾りつ
けを行いました。またス

タッフから患者さまへクリスマスカードをプレゼン
トさせていただきました。 
当日にお渡しできるように、担当看護師とリハビリ
スタッフより患者さまへメッセージを書きました。手
書きでのメッセージやイラストに「ありがとう」と患
者さまのたくさんの笑顔を見ることができました。

看護師　大河原

3階病棟

5階病棟

令和3年12月24日（金）のクリスマスイブの日、窪地院長や塘地看
護部長がサンタクロース、西尾事務長がトナカイに扮して、職員に労
いの気持ちを込めてお菓子を配りました。
終始楽しく和やかな雰囲気で行われ、職員もリフレッシュすること
ができました。患者さまがリハビリテーションに専念できるよう、
時々職員の慰労を行い、リフレッシュの時間も大切にしていきたい
と思います。 総務課　冨岡

作業療法士　宿久

クラーク　中島

お 正 月
書き初め・福笑い

患者さまに少しでも季節感を味わってい
ただきたく、「書き初め」や「福笑い」を三
密に気をつけながら病棟で行いました。
書き初めでは、見本を見ながら何回も書
き直しをする患者さまや、今年の抱負を
書かれ部屋に飾られる患者さまもいらっ
しゃいました。
福笑いでは、目隠しをして配置した顔の

パーツを見ながら「わははっ」と笑顔がこ
ぼれ、「意外と難しいね」とみなさん楽し
まれていました。普段自室で過ごされて
いる患者さまも参加していただき、良い
交流の場となりました。
今年も笑顔溢れる病棟を職員一同目指し
ていきたいと思います。

理美容
訪問

サンタクロースが
職員を慰労

原宿リハビリテーション病院の

クリスマス
Merry
      Christmas!
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